
 

 

 

 

特色ある清水会活動は新しさの追求と創り出す喜び 

地域との交流は人と人をつなぐあたたかき絆です 

 

○主な年間行事予定               
 

４月  生徒会オリエンテーション         体育祭  

クラブ激励会 

５月  生徒総会               

校内意見発表会 

６月  体育祭 

校内農業鑑定競技会 

１１月  稲穂祭（文化祭） 

１２月  スポーツ大会 

１月  課題研究発表会   

 

 

 生徒会長として   
  

私が目標としていることは、新発田農業高校を地域の方々と関わりを深く持ち、明るく風通しの良

い学校にしていくことです。11 月の稲穂祭では、地域の方々や保護者の方に沢山来ていただいてとて

も大盛況でした。皆さんが毎年楽しみにしていただいていることを実感し嬉しく思いました。今年度

も沢山来て頂けるように学校全体で喜んでもらえる企画を作って行けたらいいと思います。そして、

全校生徒が思い出に残り楽しめるような年間行事内容になるように先輩方が築いたものを大切にして

清水会役員で協力し合い農業高校らしい行事を沢山作っていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校行事は、体育祭、稲穂祭(文化祭)、球技大会などがあります。清水会（生徒会）が主体となっ

て取り組むものが多く、全校を挙げて参加し、充実した学校生活を楽しんでいます。 

 

清水会（生徒会）活動 



 

                 部活動は自分の可能性への挑戦そして成長の実感 

かけがえのない時間の中で  

仲間とともに 感謝とともに  

 

 

本校は部活動が盛んで、体育部をはじめとして文化部や農業クラブでも成果を上げています。 

 

 

 部活動の３つのモットー  
 

①元気な挨拶 

挨拶は、どの学校よりも元気よく、大きな声で、心を込めて行う。 

挨拶では、どこの学校にも負けない。下越地区で、一番になる。 

②勝つという気迫 

勝つという気迫は、どの学校にも負けない。 

自分に負けず、最高のプレーをするという強い気持を持ち続ける。 

③決して諦めない強い心 

勝負がつくまでは、決して諦めない。 

勝敗は最後までわからない。諦めることなく最後まで全力を尽す。 

 

 

【体育部】・陸上競技部（男女） 

・バレーボール部（男女）         

・バスケットボール部（男女）      

・ソフトテニス部（男女） 

・バドミントン部（男女） 

・野球部（男子） 

・柔道部（男女） 

・空手道部（男女） 

 

 

 

部 活 動 



【文化部】・文芸部 

・写真部（作品 ） 

・調理部 

・華道部 

・茶道部 

【農業部】・農業機械部 

・バイテク部 

・パソコン部 

【同好会】・ダンス同好会 

・琴同好会 

  

                       

 ３年間を振り返って  
 

私はこの１年間女子ソフトテニス部の部長を務めました。リーダー経験がない私にとって部長という

役割はとても大変でしたが、たくさんの経験を得ることができました。 

私たちの部活は８人と少ない人数でしたが、学年関係なく仲のいい部活でした。部員同士でアドバイ

スをしたり、顧問の先生の指導もあり一人一人が選手として技術面でも精神面でも成長することができ

ました。部長を務めていく中で、部員のまとめ方がわからなくなったり、練習との両立が難しくなった

りすることがありました。しかし部員に相談したり、練習試合で苦手なところを克服したりして、より

良い部活にすることができました。そして目標としていた個人戦３位、団体戦３位のどちらも達成する

ことができました。この結果は試合に出た選手だけでなく、応援してくれた方や顧問、副顧問の先生、

いつも支えてくれた保護者の方々のおかげだと思います。部員に対して厳しくなってしまった部分もあ

りましたが、最後までついてきてくれて嬉しかったです。 

この３年間、苦しいことや大変なことがたくさんありましたが、いろいろな人に支えられ、最後まで

悔いなく戦うことができました。みんなと一緒に部活ができて本当によかったです。ありがとうござい

ました。１、２年生にはこれから大変なことがあっても諦めずに頑張って欲しいです。そして最高の思

い出を作って欲しいです。 

 

 

 

 

 

学校農業クラブは、1948 年（昭和 23 年）に学校農業クラブとして、戦後の新制高等学校の学習活動

の中で、農業高校生の自主的・自発的な組織として日本全国で誕生しました。 

 日本学校農業クラブ連盟【Future Farmers of Japan（略称 日連 または FFJ）】は、1950 年（昭和 25

年）「科学性」「社会性」「指導性」の育成を目標に、日本全国の農業クラブの全国組織として結成されま

した。 

 学校農業クラブは、全国の学校農業クラブ活動の振興に努め、明日の農業の発展に貢献します。新発

田農業高等学校でも清水会（生徒会）活動の中に位置づけられています。 

 

農業クラブ活動 



  昨年度の新発田農業高等学校農業クラブの具体的な活動内容  
 

(1)農業クラブ行事 

4 月 7 日（金） オリエンテーション 8 月 1日（火） 農業鑑定競技県大会 

5 月 26 日（金） 校内意見発表会 
8 月 17 日（木） 

～18日（金） 
北信越ブロック新潟大会 

6 月 16 日（金） 家畜審査競技会 
10 月 25 日（水） 

～26日（木） 

全国大会北陸大会 

(農業鑑定競技で優秀賞6名) 

6 月 17 日（土） 第 1 回校内農業鑑定 11 月 3 日（金） 稲穂祭 

7 月 10 日（月） 意見発表県大会 1 月 18 日（木） 校内プロジェクト発表会 

7 月 14 日（金） 

プロジェクト発表県大会 

(食品科学科 6 名最優秀

賞) 

2 月 5日（月） 県連代議員会 

7 月 28 日（金） 平板測量競技県大会 2 月 12 日（月） 第２回校内農業鑑定 

 

(2)日本学校農業クラブ全国大会への出場について 

令和５年度の全国大会（熊本大会）において、全国代議員会に県農業クラブ連盟代表として３年生１

名が参加、また、クラブ員代表者会議に学校代表として３年生１名が参加しました。そして、農業鑑

定競技会に２～３年計８名が参加し、６名が優秀賞を受賞しました。 
 

(3)地域との交流について 

・作物専攻    新発田市健康長寿アクティブ交流センターと連携した、高齢者を対象としたしめ

縄づくり体験 

・野菜専攻    新発田市健康長寿アクティブ交流センターと連携した、高齢者を対象とした野菜

寄せ植え体験、追肥・寄せ植え装飾用ピック作り体験の実施など 

・動物専攻    ふれあい動物園の実施 胎内市馬頭祭への参加協力など 

・草花園芸専攻  NEXCO 東日本黒埼 PA の花壇の植栽 新発田市隣保館での草花の寄せ植え体験交

流など  

・フラワーデザイン専攻 新発田市健康長寿アクティブ交流センターと連携した、フラワーアレンジ

メント製作体験など 

・地域環境デザイン専攻 校地内での池を中心とした作庭、近隣の竹林整備など 

・食品化学専攻、栄養科学専攻 新発田市健康長寿アクティブ交流センターと連携した、高齢者を対

象としたお菓子（シュークリーム）づくり体験、地域小学生を招い

てのジャム作り体験など 

 

「新潟県いじめ対策ポータル」 

児童生徒・保護者の方向け資料                                       

https://www.ijimetaisaku.pref.niigata.lg.jp/download/jidoseito.html    


